
 

 

 

 

 
 

 

夏休みの短縮と「二期制」の導入について 
 

 ＧＩＧＡスクール構想を受け、郡山市では１人１台のタブレット端末環境を早期に整備し 
ました。学校では一人一人の学びの充実のため、タブレット端末を積極的に活用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
５・６年生は、すっかりタブレット端末を使いこなし、様々な場面で活用しています。 
また、１年生は、学校が始まって１ヶ月半程度ですが、すでにタブレット端

末の操作方法を学習し、学校探検の際には、訪問した場所の写真を撮ることが
できるようになりました。 
タブレット端末を「文房具のように」使い、学習内容が充実するように、こ

れからも教師間で情報共有をしながら工夫して授業に取り組んでまいります。 

    

     

 子どもたちがタブレット端末を学習の効果的なツールとして活用しながら、情報活用能力等、これ
からの社会で必要な資質・能力を育成するために、本市ではタブレット端末を持ち帰り、調べ学習や
家庭学習等で活用できるようにしています。本校でも、すでに５・６年生がタブレット端末を持ち帰
り、家庭学習に活用しています。また、今後、４年生、３年生も持ち帰りを始めます。１・２年生に
ついては、今後、子どもたちの活用方法を確かめながら、持ち帰りの時期を検討していきます。 
 なお、タブレット端末を持ち帰るにあたり、転倒や雨に濡れることなどにより「思わぬ破損」をし
たり、「盗難の被害」に遭ったりする危険があるため、タブレット端末をそのまま持ち帰ることはしな
いように話をしていきます。タブレット端末は、手提げ袋に入れる等のご協力をお願いします。 
 

 【手提げ袋の例】…持ち帰るタブレットです。大きさを考える際の参考にしてください。 

 

                                                            

                                                                                                      

 

 

 

 

約 28 ㎝ 

〇 生活科や理科で栽培している植物や飼育している生き物の観察、記録に活用する 
〇 友達の考えをタブレット画面で読み、自分の考えと比較するために活用する 
〇 調べたことをまとめ、写真や文字を入れてプレゼンテーションするのに活用する 
〇 タブレット上で練習問題や発展問題に取り組む、また、練習問題の解答をタブレットで受け
取り、自分で丸つけをするために活用する 

〇 体育科で自分の動きを録画し、自分のフォームを確認しながら練習するために活用する 
○ 音楽科で自分の演奏や友達の演奏を録画し、自分の表現方法を確認するために活用する 
〇 言葉と写真を組み合わせ、作文や説明文、詩などの作品作りをするために活用する 
〇 社会科や総合的な学習の時間の課題について調べるために活用する         など 
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郡山市立小山田小学校 

文責 校長 佐久間 誠 
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タブレット端末の大きさ 
（縦）約 28 ㎝、（横）約 28 ㎝ 
（厚）約 3.5 ㎝、（重さ）約 700ｇ 
※ タブレットの持ち帰り用に、タブ
レットが入る大きさの手提げ袋を
ご準備ください。 


